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PUBLISHER'S NOTE

今月号では、ケータイを特集した。

ところで、最近はこの「ケータイ」という呼び名が、「携帯電話」に代わって定着し始めている。20数年

前、パソコンが出始めの頃に似たような状況があったことを思い出す。「小型コンピュータ」「マイコン」な

どを経由して、現在の「パソコン」に落ち着いたと記憶している。「携帯電話」が爆発的なヒットとなり

「ケータイ」と呼ばれるようになった背景にも、それなりの必然性と運命的な血筋があると思う。

１つはコンピュータとしての血筋である。ケータイは、大型計算機＞ワークステーション＞パソコンと

いう「ダウンサイジング」系譜の「最新種」として位置づけることができる。コンピュータの進化の歴史は

ダウンサイジングの歴史でもあり、その勝者が市場の勝者となってきたのだ。

もう１つの血筋がある。最近では当たり前になったためか、ことさら言われることはないが、「マルチメ

ディア」の申し子としての側面である。元々の音声に加え、電子メール、デジタルカメラ、デジタルビデオ

カメラまで装備するようになったケータイは、かつてパソコンもCD-ROMも実現することができなかった

「マルチメディア」性をあっと言う間に実現してしまった。それも、閲覧する機能だけでなく、発信者とし

ての役割をサポートする機能も持ち合わせている。人が行くところどこでも「携帯」できる特性は、マル

チメディアプローブとしての役割を顕在化させ、人と場所と出来事を密に結びつけている。

そしてもう１つが、通信機器としての血筋である。ケータイが生まれながらに持っている電話としての

「双方向性」のことである。上り下りの区別がなく、エンドtoエンドで通信できる電話は、宿命的にそれ

を義務付けられたサービスである。その部分に、昨今のインターネットがP2PやSIPという技術で「ダウ

ンコスティング」を挑んでいる。IPネットワークが、双方向通信の遺伝子を持つ電話サービスを変革して

しまうかは、そのコストが鍵を握っているだろう。また、リアルタイムメディアである電話がどう進化する

かは、スケールは違うものの、放送モデルでも繰り返される可能性がある。

私自身はパソコンとインターネットの進化の潮流の中に居たが、そこで研究・開発されてきた、各種デ

バイス、CG、音声認識、ストリーム映像などのすべてが、この「ケータイ」をテストベッドにして開花して

いるように思える。

最後に面白いエピソードがある。パソコン業界に従事してきた人にケータイの可能性を聞いてみると、

決まって「あんな小さい画面で仕事ができるわけがない」という旨の返事が返ってくる。パソコンが登場

してきたときのメインフレーマの発言を思い出す。
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